
都道府県名：

住所：

電話番号：

職員数：

司書数：

司書補数：

地域の概要：

①図書館の紹介

蔵書数：48,915

蔵書に占める子ども用図書冊数の割合：26%

開館時間：10:00~18:00

児童室の有無：有

児童室の規模：オープンスペース

図書館の目標など：

『つながり紡ぎだす図書館へ』を基本理念としている。

役立つ図書館、つながる図書館、はぐくむ図書館、地域の図書館の4つの基本方針に

基づき、地域の活性化、主体的な学びを育む図書館を目指している。

安芸津図書館は、海と文化歴史を特徴テーマとして地域住民の憩いの場となることを

目標に努めている。

イベントで作成した絵のある外観

中学生の絵と巨大たこを展示

②子どもの読書活動に関する取組

【定期的に行われている取り組み】

・えほんの会　月1回

（令和4年に発足50周年を迎えた読書ボランティアグループのおはなし会）

・もしもしエプロン　月1回

（絵本のコーナーに職員が常駐し、絵本選びや、子どもの読書に関する相談を受けて

いる。）

・えほんおとどけ隊　月1回

（安芸津子育て支援センターにておすすめ絵本を紹介）

・出張おはなし会　年1回

（安芸津児童館子どもの家への出張）

・平和のおはなし会　年2回　町内幼稚園、保育所　各1回　

【イベント的に行われている取り組み】

・工作教室　年1回　

（参加者全員で郷土にかかわる大きな作品をつくる。）

・イラスト講座　年1回

・調べる学習サポートセミナー　

【他の図書館や学校と協力した取り組み】

・こども司書の受入　年1回　2日

・中学校職場体験学習の受入　年1校　3日間

・図書館見学の受入　随時

・図書館を使った調べる学習コンクール

・展示―東広島に読書の輪を広げよう　年3回　各2週間

・展示―安芸津中学校生徒絵画作品（安芸津の風景）年1回入替

・展示―町内小学校学習発表作品　随時

・展示―豊田高校学校紹介　年2、3回　内容変更

【成果と課題】

　小・中学生の作品を展示することで、非来館者を呼び込むことができている。学校連

携に力をいれてきた成果と言えるだろう。しかし、継続して利用してもらうことは難しい。

今後も子ども達が興味を持つ魅力的なイベントの開催、おすすめ本の展示など、図書

館に足を運ぶ機会を増やすことが必要と考える。

　読書ボランティアグループ「えほんの会」は、昭和47年から現在まで活動を続け、令

和4年に発足50周年を迎えることができた。このおはなし会に親子で参加してきた子ど

も達は、その後も長期に渡り、継続して図書館を利用してくれている。幼少期から図書

館に通い、図書館が大好きだという子ども達を増やしていきたい。

令和５年度　優秀実践図書館

東広島市立安芸津図書館

広島県

東広島市安芸津町三津4398

0846-45-2335

５名

４名

０名

安芸津町は、東広島市の南部に位置し、古くは万葉集にも詠まれた瀬戸内海に面した温暖で風光明媚な港町です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【面積】安芸津町：65.08平方キロメートル（東広島市全体：635.16平方キロメートル）

【人口】安芸津町：8,667人（東広島市全体：190,186人）

【学校数】小学校3校・中学校1校・高等学校1校



都道府県名：

住所：

電話番号：

会員数：

設立年：

地域の概要：

①団体（個人）の紹介

図書活動を通して豊かな心を育むことを目的に、地域の学校等で絵本の読み聞かせ

等を行う住民有志の会「おはなし会ダンボ」を発足。

読み聞かせの本はメンバーが選び、読んだ本の記録を残し、１年間分をまとめてメンバ

ーに配り、今後の選書の参考にしている。

市立図書館での読み聞かせ会

市立図書館での読み聞かせ会

②子どもの読書活動に関する取組

地元の小学校で、毎月、おはなし会を行い、教員と連携を図りながら読み聞かせを行

って、子どもたちへ読書の楽しみを教える活動を行っている。

小学生を対象とした読み聞かせだけでなく、保育所・図書館・老人ホーム等や自治会

等からの依頼での読み聞かせ会や、地元の伝説等をもとにした大型制作紙芝居を５作

品作成し、イベント等でも発表し、地元の魅力を伝える活動も行い、幅広い世代を対象

として地域に密着した活動を実施し、読書推進活動に貢献している。

　この活動を長く続けることができるよう、メンバーで力を合わせて頑張っていきたいと思

います。

令和５年度　優秀実践団体(個人)

おはなし会　ダンボ

広島県

庄原市西城町入江105番地1

0824-82-2580

８名

平成10年

庄原市は広島県北部に位置し、人口は約32,000人。


